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の都市では、60 年代以前に開発された都心部は 20 代、30 代の小規模世帯が多く居住してい
る；60 年代から 70 年代にかけて、いわゆる高度成長期に開発された近郊外の住宅地では、60
代後半、70 代とその以上の高齢者世帯が多く居住し、この地域では、子供世代の転出と親世帯
の定住によって高齢化の深刻化が共通である；80 年代から 90 年代に開発された遠郊外地域では、
50 代と高齢者になる直前の世帯が多く居住している；2000 年以降に開発された都市外延部の住




































































































 高齢化に伴う都市内部の住宅地の変化の実態について検討した第三章では、日本の 4 つの地方
中枢都市を事例に分析したものである。居住地移動の流動性の低い日本においては、開発年代が
古い住宅地ほど高齢化が進んでいるという一般的傾向がみられる。しかし、もっとも古い都心付
近やその周辺部では、著しい高齢化をへたのちに人口の若年化がみられ、住宅地の年齢構成が周
期的に変動することにより持続的に利用されることがわかった。ただし、人口減少が期待される
都市において、都市外縁部の開発時期がもっとも新しい住宅地においはそのような周期的な持続
性が期待できないと予想している。 
 都市の変容のあり方が全く異なる事例として、中国の都市を検討した第四章では、政府主導の
開発・再開発によって、広い街区単位で都市空間が作り変えられる実態を明らかにした。再開発
によって住民も総入替えとなり、開発の順番によってセグリゲーションが発生している。大規模
な再開発によって都市空間の利用が維持される一方で、街区特有の景観および伝統が失われるた
め、中国経済の急成長がおさまり大規模再開発が出来なくなれば、その都市空間の持続的利用が
困難になると指摘する。 
 都市計画、特に鉄道の新設による都市の持続性の向上の可能性を検討した第五章では、仙台市
における鉄道駅の新設の効果を検討している。鉄道駅が新設されるとその周囲で人口および従業
者数が増加する一般的効果が認められるが、この効果は駅の開設と市街地の造成の順番によって
大きく異なることがわかった。 
 このように、馮論文は都市の持続性と都市空間属性との関係を多角的に検討しており、そのた
めに計測可能な指標を使用している。対象地域やその空間スケールによって、焦点となる指標は
異なるが、適切な指標を取り上げて実証的に検討している。このことは著者が自立して研究活動
を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。したがって，馮雷提出の博士
論文は，博士（理学）の学位論文として合格と認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
